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　今は32 階建てのマンションになっているが、それ以前ここには第一デパートがあった。前号で話し
たように寿屋もここに入っていた。その４階に鉄生堂という大きな本屋があった。小さな「町の本屋」
がほとんどだった時代、フロア全体にたくさん本を並べていたのは、立川では鉄生堂だけだったんじゃ
なかったかな。
　高校に入って最初に友達になったのは学校のある地元武蔵村山のやつで、ある日「たけちゃん、
これから立川へ帰るんだろ？ オレ、立川の駅に用事があるんだけど付き合ってくれよ」と言うもんだから、
「あ、いいよ」と言った。そいつは着替えて、２人してチャリで立川まで来て、第一デパートの４階にある
鉄生堂へ行った。そいつはバッグから図書券の束を取り出した。それはたぶん入学祝いに親戚やら
なんやらから「参考書でも買ってほしい」ともらったものに違いなかった。で、そいつが図書券の束で
買ったのは「激写 135 人の女ともだち」という写真集だった。篠山紀信が当時人気のお姉さんたちを
激写して、男性向け総合誌『GORO』に掲載していたものをまとめたものだ。135人も載っているのだから、
当時の男子にとっては垂涎の１冊だった。それをそいつが図書券で買ったのを見て、すっげえ羨ましい
なと思う反面、こいつそんなのに使っていいのかなとも思ったり。
　20余年経ってから、「オレが持ってるよりたけちゃんが持っている方が価値が出る」と言って、この
本をオレにくれた人がいる。だから、今、オレはこの本を持っているのだ。

オレの立川ノスタルジー

第一デパートの鉄生堂

［立川の風景 昭和色アルバム その 5］から⑤

語り：鈴木 武 氏（立川印刷所社長）



　前々回で立川にある国宝、普済寺の六面石幢をご紹介し
ました。今回は立川市のお宝「立川村十二景」の内「所沢街
道八店」をご紹介します。「立川村十二景」は馬場吉蔵とい
う人が今から120年余前の明治38年ごろの立川村の風景を
描いたものです。この「八店」の場所は立川駅北口から直線
で300m、立川通りと南北通りの分岐点。この絵の店は形
は変わりましたが、現在でも当時の子孫の方が飲食店を営
んでおられます。
　明治22年（1889）甲武鉄道（現中央線）が開通して約17
年後、駅からわずか300m離れたこの八店は、砂川、小平、
所沢方面への分岐点で、立川へ出入りする人や荷馬車の馬
方などの休憩場所であり、往来する人々の休憩場所でもあ
りました。この絵の左下にわずかに描かれている小さな流
れがあります。この流れは、前にご紹介した七軒家、八軒新田を開拓した芋窪新田用水から分水した小川で、ここから現在のＪＲ
立川駅の西地下道付近まで流れ左折していました。この水を線路際にあったタンクに汲み上げて甲武鉄道の蒸気機関車に供給する
ため掘られた分水です。一説によるとこの分水によって立川駅は北口が開設されたといわれています。
　大正11年（1922）立川飛行場が開設され、八店のあるこの分岐点西側に立川飛
行場正門が出来て、この付近は大変賑やかな場所になりました。飛行場出入りの
関係者や軍人たちのため、「飛行羊羹」「飛行最中」などの土産物や、記念写真を撮
る写真屋、飛行場前郵便局もできました。戦後、飛行場はアメリカ軍に接収され
極東地区の補給基地になって、この付近は米兵相手の横文字の店が立ち並び景観
が一変した時期もありましたが、基地の返還に伴い跡地利用が進んで業務地区とし
て整備が進み、今ではかつてここが飛行場の入り口であった片鱗も見られません。
　平成3年旧飛行場の正門前に中央の通路を挟んで、左右に立川市制50周年を
記念して、「憩いの場」という小公園が作られました。右側に市章をイメージした五
角形のすり鉢状の池と、噴水が設置されていたのを覚えていらっしゃいますか？噴
水のしぶきが周辺のビルにかかるとのことで、あまり使われることもなく噴水は廃止
されました。現在噴水の跡は埋め立てられ芝生になっていますが、今もかつての噴
水跡の五角形は残っています。この噴水の奥に最初に紹介した「立川村十二景」が
陶板で展示されています。さらに旧「八店」の前近くに立川教育振興会が、平成18
年に建立した「立川小唄の記念碑」もあります。憩いの場の奥に進むと、基地跡地
再開発で整備された、中央図書館、女性総合センター、ホテル、商工会議所など
様 な々機関が林立し、立川市のビジネス街になっています。このファーレ立川には、
世界36か国の著名なアーティストが制作した様 な々アートが109点も展示されており、
興味深い作品が沢山見られます。機会がありましたら「憩いの場」と共に芸術鑑賞
などいかがでしょうか。

　立川深層は今月が最終回です。豊泉さんは今年90歳になられました。多方面からの執筆や講演をこなされています。お忙しい中、
1年間ありがとうございました。

案内人：豊泉喜一氏
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立川市指定有形文化財　馬場吉藏画「立川村十二景　所沢街道八店　明治三十八年時代」
（個人蔵、立川市歴史民俗資料館保管）



札幌出身。ライター＆プランナー、アートプロデューサー。
ご主人はクラリネット奏者の橋爪恵一氏。多摩モノレー
ル柴崎体育館駅すぐ近くにあるアーティスティックスタ
ジオLaLaLaを拠点に、あらゆるジャンルのアートを結
び付けたり繋いだりしながら、新しい何かが生まれるの
を楽しんでいる。一人息子の恵夢くんの手を引いてヨー
ロッパ、アジア諸国を旅してまわり、小学4年になり
少年野球を始めた恵夢くんから「もう僕を旅に誘わな
いでください」と言われてからは更に楽しい一人旅。国
境なき楽団が集めた楽器を持って夫がザンビアを訪問、
音楽指導した時から庄野真代さんとの交流が深まる。
LaLaLaにうががう度、その道のプロが普通にお茶を飲
んでいてとても不思議。この日のピアスは、被災着物の
ハギレを編んだもの、自作。

しおみえりこさん

あの人、この人、立川人 77
［ 立川に育まれて ⑱ ］ 

［インタビュー］

いつも話のネタは尽きない。
こんなに動いていて疲れないのだろうか。
「最近はお昼寝なんてしちゃうのよ」と言われて、なんだかちょっとホッとした。

「動く」ことで未来を拓く
立川からアートを世界に

――前回と言ってもだいぶ前になりますが、
えくてびあんのインタビューコーナーにご登
場いただいたのは2004年1月号でした。
しおみ　そうでした。ヨネヤマママコさん
とシェーンベルク作曲「月に憑かれたピエロ」
を東京藝大新奏楽堂で再演するというので
取り上げていただきました。
――しおみさんはプロデューサーという肩
書ですが、驚くのはものすごく上手にメディ
アに登場すること（笑）　
しおみ　それはやっぱり経験。テレビ局や
大手広告代理店で積んできたものに、フリー
になってから音楽プロデューサーとして小さ
なイベントからサントリーホールでやるよう
な大きな演奏会まで経験してきていますから

（笑）。何事も積み重ねですよ。け・い・け・
ん（経験）。
――7月15日にオープンした「そのこギャラ
リー」も、オープン初日の各社朝刊にずらっ
と記事が並びました。
しおみ　うちのガレージを改装した狭い
ギャラリーだけど、記者さんたちがとても気
持ちを込めて書いてくださって、本当にあり
がたかったです。オープンの日は、昨年急
逝したさとうそのこさんの誕生日だったの。
立川が生んだすばらしいアーティストだから
ね、そのこワールドを再現したかった。
――そのこギャラリーは富士見町ですが、
柴崎町にあるアーティスティックスタジオ
LaLaLaもまた独創的な空間ですよね。
しおみ　両方とも詩人で画家で大工さんの
成田ヒロシさんが作ってくれたの。
――ええ、成田ワールドは一目でわかりま
す。
しおみ　すてきでしょう？ 恵夢のお店も成

田さんが内装してくださったのよ。
――富士見町にあるイタリアン「NaNairo 
PasTa」ですね。最初、シェフがしおみさん
の息子さんだとは思いませんでした。一致し
ない。落ち着いていて寡黙で…。
しおみ　まったくしっかりした息子に育ちま
した（笑）。親よりしっかりしている。どうし
てあんなにしっかり育っちゃったんだろう。
――どうしてって、そう育てたんでしょう

（笑）？ ところで、しおみさんの多岐に亘る
活動のひとつ「できることをできるだけプロ
ジェクト Let’s Do What Can Be Done」は
本当に大きな広がりを見せていますね。昨
年3月にはその作品集「地球は円い」を発刊
されました。
しおみ　本当に多くの方が協力してくださっ
ています。東日本大震災による津波被害。
テレビから流れる映像は、この世のものと
は思えなかった。私たちに何ができるだろ
うと考えていたところに「楽器支援」の話が
届いたんです。夫が音楽家ですから、それ
なら私たちにもできるとすぐさま夫と二人で
動きました。ここでも過去にアフリカのザン
ビアに楽器を支援していた経験が功を奏し
て、あっという間に全国から300もの吹奏
楽で使う楽器が届きました。
――それをメンテナンスしてお届けしたんで
すね。
しおみ　そうです。するとこの活動を知っ
たサントリーホールから「サントリーホールと
して何かできることはありませんか」と連絡
がきて、そこで2012年夏、サントリーホー
ル大ホールで「みちのくウインド・オーケス
トラ」として子どもたちのための大音楽会を
開催するに至ったのです。

――えくてびあんも聴かせていただきまし
た。あの時、「できることをできるだけプロ
ジェクト」の作品がサントリーホールのエント
ランスに飾られましたよね。
しおみ　あの時はまだタペストリーは77枚
しかできていなかったんです。それでもエン
トランスホールに飾ったら壮観でしたね。
――どのタペストリーにも震災で被災した
着物のハギレが使われているそうですね。
しおみ　そうです。楽器支援を通して石巻
で知り合った呉服屋さんがあって、商品だっ
た着物が全部被災しヘドロまみれになりま
した。石巻を訪れこの呉服屋さんの「被災
着物」たちと出会うことになり、これをむざ
むざ捨てるのは忍びないということで、着
物のヘドロを取り除いて何度も何度も洗っ
て、ほどいて舞台衣装にリメイクし、音楽
家たちがこの衣装を身に着けて演奏。「震
災を忘れない」というメッセージを送り続け
てきました。
　衣装を作るとハギレが出るんですよ。そ
のハギレも津波の記憶の断片なので捨てら
れず、それを「パッチワーク5×5NEXT」の
活動につなぎました。それがこのタペスト
リーです。このタペストリーを作る活動は「ち
くちくきものワークショップ」と言っています。
年齢や国籍、性別関係なく、誰もが参加で
きる震災の記憶を伝える活動です。
――この活動に参加してくださった方が世
界中にいるそうですね。
しおみ　 世界36か国、 タペストリーは
2800枚になりました。
――すごいですね。NHKの「おはようにっ
ぽん」に出演された時は、「1000枚を目標に」
とおっしゃっていたのに。その2800枚は今、

柴崎町のLaLaLaで保管されているんです
ね。LaLaLaがまた不思議な空間です。
しおみ　アーティステックスタジオLaLaLaは
出会いの場という位置づけですね。昔パリで
ピカソとかジャンコクトーとか、若い芸術家た
ちがサロンで出会って新しい芸術が生まれて
いった時代がありました。そのような場所に
なっていってほしいなと思っています。
――お話をうかがっているだけで目が回っ
てしまうほどの行動力なのですが、しおみ
さんがよくおっしゃることの中に「とにかく
動くこと」という言葉があります。
しおみ　動かなければ始まらない。父が私
のしたいことをやらせてくれる人でしたし、
ガールスカウトに入っていて自立した精神を
持っていたし、この行動力は幼いころから
身についてきたもので、子どもの頃の育ち
方というのはやっぱり大きいと思いますね。
動くということが次につながると体感してい
る、というんでしょうか。動くことに理屈は
ないです。
――しおみさんは、動きが速いんですよ。
いろいろなことをあっという間にやる。先日
も「ピアノは歌う ピアノは語る」の第1回谷
川賢作さんのコンサートに行かせていただ
きましたが、時間の無い中、サクッとチラ
シ作って。
しおみ　いろいろなところに「Do」と入れて
いるのは、動こうよというメッセージなんで
す。頭ではなんでも言える、だったら言った
人がやって、ということですよね。
――できる人が周りに集まっているというイ
メージです。
しおみ　今はできる時代ですよ、やる気さ
えあれば。昔のように、印刷ひとつとっても

写植の時代じゃな
いんだから。ツー
ルがいっぱいあっ
て、情報だってす
ぐゲットできて。
私たちの若い頃と
は比較にならない
です。でも、いま
だに口では言うけ
れど動かない、そ
んな人、山のよう
にいますよ（笑）。
――動くことはわ
かりました。動い
ていくうちにいろ
いろな人と出会って、そこから道がついて
いくこともわかりました。
しおみ　私の信条として「自然の流れに任
す」というものもあります。無理にはやらな
い。ですからそれほど積極的ではないん
ですよ、本当は。なぜなら必要であれば必
ずそういう流れになっていくと思っているか
ら。ただ、何かをやりたい、誰かと繋がっ
たらいいなと思う時、誰に相談するかという
ことには、嗅覚というか目利き、鋭い勘が
なければならないとは思っています。それさ
え誤らなければ、自然の流れはいろいろな
支流を飲み込んで必ず大海に辿り着く。
――そうですね～。いろいろな方々がしお
みさんの活動に参加されていますものね。
谷川賢作さんはジャズピアニストで作曲家
だけれど、谷川俊太郎さんの息子さんだし、
被災着物のリメイク衣装を着て演奏される
方々はその道のプロばかりだし。
しおみ　LaLaLaが確実に機能していると

いうことですかね（笑）。これも多くの方の
ご協力でできていることなんです。LaLaLa
の南側には広い公園があって立川の中でも
特別に緑の多い場所です。音楽スタジオで
あることはもちろん、撮影にも、コンサート、
ギャラリーとしても使っています。充実した
キッチンではお料理教室も開いたり、パー
ティーはよくやっています（笑）。
――やってますよね（笑）。
しおみ　「ピアノは歌う ピアノは語る」です
が、LaLaLaにあるピアノは石巻へ一度行
き、改めて被災地へピアノをとどける会から
届いたピアノです。多くの人に弾いて、聴い
てもらいたい。そう願って、プロジェクトに
心を寄せてくれたピアニストたちの演奏を企
画したものです。
――LaLaLaでは収まりきらなくなった被災
着物のハギレタペストリー、立川でも2800
枚展示できるといいですね。
しおみ　そうできるように、また動きます！
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い
ろ
い
ろ
な
街
歩
き
講
座
で
も
コ
ー
ス
に
選
ば
れ
て
い
る
散
歩
道
で
す
。

文
学
碑
に
刻
ま
れ
る
一
人
ひ
と
り
の
人
生
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
と
水
車
さ
ん

は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
立
川
も
い
い
け
れ
ど
、コ
ロ
ナ
禍
の
今
、ゆ
っ

く
り
散
歩
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

奥
が
深
い「
詩
歌
の
み
ち
」

立
川
文
化
の
功
労
者

今
は
昔
と
言
い
ま
す
が
、
ほ
ん
の
十
数
年
前
に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
。

           
そ
こ
に
尽
力
し
た
人
た
ち
の
影
も
形
も
見
え
な
い
の
は
、
と
て
も
寂
し
い
こ
と
。

         
浅
い
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
こ
そ
、
え
く
て
び
あ
ん
の
仕
事
か
な
と
。 

詩
歌
の
み
ち  

文
学
碑

中
村
草
田
男
　
句
碑
　
建
立
者
　
萬
緑
社

若
山
喜
志
子
　
歌
碑
　
建
立
者
　
草
野
忠
正

若
山
旅
人
　
歌
碑
　
建
立
者
　
三
田
鶴
吉

八
木
下
禎
治
　
歌
碑
　
建
立
者
　
五
十
嵐
栄
治

高
村
光
太
郎
　
詩
碑
　
建
立
者
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

池
田
澄
子
　
歌
碑
　
建
立
者
　
初
道
良
一

鈴
木
貞
治
　
句
碑
　
建
立
者
　
矢
島
真
治

和
田
山
蘭
　
歌
碑
　
建
立
者
　
猿
渡
敬
子

田
中
冬
二
　
詩
碑
　
建
立
者
　
豊
泉
喜
一

中
野
藤
吾
　
歌
碑
　
建
立
者
　
鈴
木
闊
郎

水
原
秋
桜
子
　
句
碑
　
建
立
者
　
鈴
木
栄
一

若
山
牧
水
　
歌
碑
　
建
立
者
　
石
田
隆
一

谷
川
水
車
・
や
ま
や
の
ぎ
く
　
句
碑
　
建
立
者
　
中
野
隆
右

※句碑の詳細などは多摩てばこネッ
ト「街情報」あるいは　月刊えくてび
あんバックナンバー2001年10月号を
ご覧ください。

除幕式は何度にも亘ったが、そのひとつ。水車さんと五十嵐栄治さん（右）

若山喜志子の碑と若山旅人さん　

やまやのぎくさん（本名  谷川ひささん）

除幕式のひとつ　豊泉喜一さんや鈴木闊郎さんの姿が見える

地図上⑬の歌碑
春を待つ路傍の石の一つ吾　水車
どこよりも小学校のさくらかな　やまやのぎく

谷川水車さん（本名  谷川清さん）

若
山
喜
志
子
さ
ん
　
若
山
牧
水
夫
人
で
、

晩
年
は
息
子
の
旅
人
さ
ん
と
富
士
見
町
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
。

「詩歌のみち」谷川水車著 より
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えくてびあんの輪えくてびあんの輪

FUKUSHIMAYA 立川店
相模屋酒店
メンズカット ヤザワ
大型コインランドリー マンマチャオ栄町店

ルーデンス食堂
米穀・食料品 横町屋
中華料理店 太幸苑
セイロン風カリー シギリア
ライブハウス Crazy JAM
立川湯屋敷 梅の湯
ヘアーサロン イトウ
立川伊勢屋 本店
大野サイクル
立川キリスト教教会
サロン・ケベクア美容室
HAIR MAKES たしろ

うなぎ しら澤
中華料理 福心樓
久住ハウジング（株）
不動産 大晋商事
ヤマハミュージックアベニュー立川
蕎麦懐石 無庵
TABACCONIST ゼフィルス
ビストロ シェ・タスケ
あら井鮨総本店
大衆劇場 立川けやき座
立川伊勢屋 ルミネ店
たましん すまいるプラザ立川
オリオン書房 ルミネ立川店
みずほ銀行 立川支店
コスメドール 辰己屋
エミリーフローゲ 本店
キャフェ クリムト
黒毛和牛専門店 焼肉 FUKI
宮地楽器 MUSIC JOY 立川北
TAKE THE HONEY スイーツ
三井住友銀行 立川支店
レストラン サヴィニ
立川献血ルーム
アートルーム 新紀元
MOTHERS ORIENTAL
和食どころ 若草茶屋
三上鰹節店
エフエムたちかわ
ビックカメラ 立川店
Charcoal Dining るもん
酒亭 玉河
三菱東京 UFJ 銀行 立川支店
玉屋 KITCHEN
立川グランドホテル
カフェ アバン
手打ちそば しぇ もと
シンボパン
天ぷら わかやま
café cocokara
多摩水族館
和菓子 井筒屋
すし 魚正
園部肉店
Cut Studio SOFIA

534-1700
536-2476
536-8738

522-2609
527-0906
507-2418
529-9507
522-3800
522-6281
522-3793
523-2061
526-6826
527-4716
525-2175

524-5061
524-2343
527-8007
525-3110
523-1431
524-0512
524-0514
527-5959
522-2957
512-5057
524-3395

0120-667-646
527-2311
524-3121
524-6051
527-1138
526-3030
523-0166
527-6888
523-8200
522-2151
525-1662
527-1140
528-6952
528-0855
526-0010
522-3259
524-0844
548-1111
527-3022
522-2654
524-4121
595-7847
525-1405
527-4479
529-5468
522-6211
525-0222
512-7159
524-0288
522-4433
522-3437
522-2901
528-3241

栄
町

えくてびあんはリストのお店にあります。
今月は 栄町・高松町・曙町 のお店です。

曙
町

高
松
町

　7月25日（土）強い雨の中、〈TACHIHI presents 
辻井伸行《自作＆クラシック》オンライン・コンサート
が開催されました。このホールは2階席後方が開放
され野外に音が流れる構造で、この日は大きな窓越
しに街区を訪れた方々も鑑賞できました。いいお天気
だったらもっと楽しかったでしょう。最初に演奏され
た曲は辻井さんオリジナルの《GREEN SPRINGS》、
この街区のために作られた曲です。演奏会が終わると
雨は上がっていました。

TACHIKAWA STAGE GARDENで
初のコンサート

　7月5日（日）、柴崎体育館駅ちかくのアーティスティック
スタジオLaLaLaで谷川賢作さんの弾き語りが開催されまし
た。今号のインタビューコーナーにご登場いただいているし
おみえりこさんプロデュース。東北の震災後、宮城県石巻の

復興サロ
ンで皆さ
んに弾い
てもらっ
ていたピアノ。そのサロンが閉鎖になって、震災の記憶を伝
えてくれるピアノはLaLaLaにやってきました。石巻でも最初
にこのピアノを弾いてくれた谷川賢作さん、この日も楽しく、
ご尊父谷川俊太郎さんを微妙にディスリながら、和やかな時
間を作りだしてくれました。LaLaLaは知的な玉手箱。一見
の価値あり。

　えくてびあんでも時々ご紹介しているコトブキヤ陸上部、
稲田翔威選手。7月24日（祝）、駒沢競技場で開催された
第83回東京陸上競技選手権 10000ｍに出場、3位入賞し
ました。稲田選手は順天堂大学時代、駅伝大会に3年連続
出場し活躍したランナー。サブカル大好き、アニメ好きがきっ
かけで稲田選手は立川が誇るホビーメーカー壽屋に就職。

これを受
けて壽屋
でも「コト
ブキヤ陸
上部」を設立、東日本実業団陸上競技連盟に加入しました。
この日、中盤から9000ｍまではトップを走る稲田さん。コ
ロナ禍の中、明るいスポーツニュース、嬉しいですね～。 

立川の実業団選手、3位入賞

密を避けて、マスクをつけて。

ぷらっと国文研 宮本亞門さん
　7月31日（金）日差しがとても嬉しく感じた日、国文学研究資料館の「一
冊対談集　江戸時代からのディスタンス」が開催されました。といっても、
これ、Youtubeでの生配信対談。どうなることやらとドキドキしながら見て
いると、キャンベル館長がこの日のお客様、演出家の宮本亞門氏をGREEN 
SPRINGSソラノホテル前でお出迎え。街区を歩きながら新しい立川を紹介
し、ステージガーデンでしばし歓談。亞門氏は素晴らしい劇場と声をあげ
ていらっしゃいました。それから国文研に移動、1階の展示室で対談が行

われたのです。外界と
遮断された展示室はす
ばらしいスタジオ！ 世界中からチャットで意見が集
まって、とても面白く視聴できました。江戸時代の
古典籍から新しい演劇が生まれる予感。この内容は
中央公論に掲載される予定です。

街
区
を
歩
き
な
が
ら
、

ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
江
戸
っ
子
の
亞
門
さ
ん
に
多
摩
・
立
川
の
新
し
い
顔
を
ご
紹
介

ピアノは歌うピアノは語る

無断転載を禁じます。

えくてびあん ⓒ 
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　「あのヤギたちはあの恐竜に食べられちゃった
の？」と訊かれることがあります。いえいえ、ヤ
ギさんたちはヤギの里に帰りました。GREEN 
SPRINGSは不思議空間です。恐竜も登場するし、
何が出てくるかわかりません。ユタラプトルが歩く
と子どもたちは喜び、散歩の犬たちは怖がって…。
8月にSTAGE GARDENで開催された恐竜ショー

「ディノアライブ」も大人気。これからも楽しませ
てくれそうですね。

ヤギの次は恐竜だ～

　7月15日（水）、この日は昨年9月に急逝したさとうその子さんの誕生日。さとうその子さんは立川が
生んだ造形作家。えくてびあんでは長いお付き合いの中、人形作家として何度も紙面に登場いただきま
した。ふわっとした柔らかい印象のその子さん。立体の作品から絵画、細かいアクセサリーまでいろい
ろ集めて、この度その子ギャラリーが富士見町１丁目にオープンしました。入館無料、正午から18時ま
で土日のみの開館です。その子ワールドに浸ってください。

SONOKO メモリアル・ギャラリー

木下大サーカス 始まってます

出演者：辻井伸行・三浦文彰・川久保賜紀
　　　　鈴木康浩・遠藤真理・加藤雄太

辻井伸行さん　客席後方では外から鑑賞している人たちも

グリーティングの様子

ユタラプトル　ステージガーデン前の芝生で

えくてびあんが撮った若き日のその子さん

　2012年9月8日の写真です。秋を感じる空の色。
そこに夏の名残の入道雲。多摩らしい空気を感じま
す。この4か月ほど前の5月15日、お隣にロゴマー
クが見える第一デパートが惜しまれながら閉店しまし
た。今号の裏表紙、立川印刷所の鈴木社長がノス
タルジックに語るページには、その第一デパート開
店時のパースが掲載されています。1966年のことで
した。目まぐるしく変わる街の顔。前へ前へと進む
中にあって、こうした変遷を知ることもまた大事です。
そういえば、広報たちかわにもそのような写真があり
ました。みんな思うことは同じなのかもしれません。
立川は、変わろうとし続けて変わってきた街ですか
ら、そこに心寄せ、尽力した人たちのことも忘れない。
そこに街の深さが増すのかもしれないですね。

過ぎし日の空（JR立川駅）

◆感染拡大を続けるコロナ感染症。そして大雨
による水害。亡くなられた方々のご冥福と、罹患
されている方々、被災されている方々の心と身体
の健康をお祈り申し上げます◆止まない雨はない
と言いますが、雨が止んだらすぐに残暑、立秋で
す。夏はどこに行ってしまったのでしょう？ 春夏
秋冬の四季をさらに6 つに分ける二十四節気。暦
や歳時記、季語を生み出した日本らしい自然の
営みを探すにも苦労するようになってきました◆
日差しを避けて、密も避けて、ぜひ訪れてもらい
たい「詩歌のみち」。ライオンズクラブが建立した
文学碑は高村光太郎の「葱」という詩。富士見町
にある東京都農業試験場（現東京都農林総合研
究センター）の初代場長夫人が高村光太郎夫人
と同窓だった誼みから、立川で穫れた葱を高村
さんに送った時に読まれた詩。読めばどれだけ
立川の葱が立派だったかがわかります。そういえ
ば、北口の GREEN SPRINGS 一角、新装なっ
たたましん美術館に「手」というブロンズ像があり
ました◆感染者数は気になりますが、外に出て
立川のきれいな所、美味しいものを観たり食べた
り。それが心の元気に繋がります。基本の感染
症対 策を守ること、これも身体の元気に繋がり
ます◆移り変わる景色に翻弄されるのではなく、
じっくりと腰を据えて文化や音楽、アートに親し
む時と考えてみると意外に楽しい。リモートもオ
ンラインもそれほど日常とかけ離れたものではな
くなった今、むしろ便利を愉快に使いこなす練習
こそ、大事ですね。えくてびあんもゆっくり皆さ
んについていきます。    えくてびあんスタッフ一同

　ららぽーとの南側に赤いテントが張られています。木下大サー
カスのテントです。なんだか聞いただけで、見ただけでワクワクす

るのがサーカス。
大人も子どもも楽
しめます。コロナ
禍ですから、大々
的に集客して、と
いうわけにいきません。8月1日からはソフトオープン。
消毒、換気はもちろん、検温やマスクの着用、密を避け
た座席など徹底した感染予防対策を施して開催中。詳し
くは多摩てばこネットをご覧ください。

7月29日  福祉贈呈式　
木下唯志社長と立川市長

赤
い
テ
ン
ト
が
目
印
の
木
下
大
サ
ー
カ
ス

展示室の中で
※お店紹介「おじゃましま～す」は、今月はお休みです。
　お店情報は多摩てばこネットをご覧ください。毎日更新中。



立川と語ろう  立川に生きよう

奥行きの深い「詩歌のみち」 奥行きの深い「詩歌のみち」 

表紙／過ぎし日の空

［ 立川の風景  昭和色アルバム  その5 ］　55ページ（写真：サビアコーポレーション）

　今は32 階建てのマンションになっているが、それ以前ここには第一デパートがあった。前号で話し
たように寿屋もここに入っていた。その４階に鉄生堂という大きな本屋があった。小さな「町の本屋」
がほとんどだった時代、フロア全体にたくさん本を並べていたのは、立川では鉄生堂だけだったんじゃ
なかったかな。
　高校に入って最初に友達になったのは学校のある地元武蔵村山のやつで、ある日「たけちゃん、
これから立川へ帰るんだろ？ オレ、立川の駅に用事があるんだけど付き合ってくれよ」と言うもんだから、
「あ、いいよ」と言った。そいつは着替えて、２人してチャリで立川まで来て、第一デパートの４階にある
鉄生堂へ行った。そいつはバッグから図書券の束を取り出した。それはたぶん入学祝いに親戚やら
なんやらから「参考書でも買ってほしい」ともらったものに違いなかった。で、そいつが図書券の束で
買ったのは「激写 135 人の女ともだち」という写真集だった。篠山紀信が当時人気のお姉さんたちを
激写して、男性向け総合誌『GORO』に掲載していたものをまとめたものだ。135人も載っているのだから、
当時の男子にとっては垂涎の１冊だった。それをそいつが図書券で買ったのを見て、すっげえ羨ましい
なと思う反面、こいつそんなのに使っていいのかなとも思ったり。
　20余年経ってから、「オレが持ってるよりたけちゃんが持っている方が価値が出る」と言って、この
本をオレにくれた人がいる。だから、今、オレはこの本を持っているのだ。

オレの立川ノスタルジー

第一デパートの鉄生堂

［立川の風景 昭和色アルバム その 5］から⑤

語り：鈴木 武 氏（立川印刷所社長）


